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第 1章 はじめに 

 

１． 計画策定の目的と位置づけ 

 

本市では、平成25年４月に新たな都市
と し

計画
けいかく

マスタープラン※を策定しました。 

この中では、ＪＲ行田駅周辺を「都市拠点」として設定し、にぎわいの創出などに向けた

環境整備を行っていくことを位置づけています。また、「ＪＲ行田駅の駅前広場再整備」を

先導的な取組みであるリーディングプロジェクト※の１つとしており、平成27年度から今

後５年間を目途に、重点的な取組みを行っていきます。 

本計画は、この方針を踏まえ、ＪＲ行田駅周辺地区での、交通
こうつう

結節
けっせつ

機能
き の う

※の強化や都市
と し

景
けい

観
かん

※の形成、駅周辺市有地などの低
てい

・未利用地
み り よ う ち

※の利活用方策を含め、都市拠点にふさわし

い魅力ある駅前の機能形成に向けた実現化計画を策定することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画の位置づけ 

 

２． 本計画の目標年次 

 

本計画の目標年次は、都市計画マスタープランにおける目標年次などを踏まえ、長期目標を平

成44年度とします。また、短期目標、中期目標の設定により、計画を着実に実現します。 

 

 

 

 

     約 5年間      約 5年間         約 8年間        

中期目標 
平成 36 年度 
（2024 年度） 

第
だい

5次
じ

行田市
ぎ ょ う だ し

総合
そ う ご う

振興
し ん こ う

計画
けいか く

※（平成 23年 3月） 

行田市都市計画マスタープラン（平成 25年 3月） 

JR 行田駅前広場周辺 

再整備基本計画 

（平成 27年 3 月） 

行田らしいまち並みづくりと

にぎわい創出
そうしゅつ

基本
き ほ ん

計画
けいか く

※ 

（平成 26 年 3月） 

《具現化》 行田市景観
けいかん

計画
けいか く

※ 

（平成 11 年 3月） 

景観形成方針 

まち並み形成・ 
にぎわい創出 
の方針 

現況 
平成 27 年度 
（2015 年度） 

短期目標 
平成 31 年度 
（2019 年度） 

長期目標 
平成 44 年度 
（2032 年度） 

都市計画マスタープラン 

目標年次 

対象期間 

目標年度 
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    第 1 章 はじめに 

 

 

３． 計画の対象地区 

 

本計画の対象地区は、JR行田駅前広場を含む壱里山町全域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 広域位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 対象地区  
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    第 1 章 はじめに     

 

 

４． 計画の策定体制 

 

本計画の策定にあたっては、学識経験者や公募市民などで構成された「ＪＲ行田駅前広場

周辺再整備基本計画検討委員会（以下、検討委員会）」及び庁内の関係各課による「ＪＲ行

田駅前広場周辺再整備庁内検討委員会（以下、庁内検討委員会）」を設置し、これらの議論

を通じて、計画策定を行っています。 

また、地元住民やＪＲ行田駅周辺の事業所、公募による市民などからの幅広い意見を計画

に反映するため、ワークショップを開催し、対象地区の問題点やまちづくりの方向性、駅前

広場の整備方針について議論を行い、市民提案として委員会に報告しています。 

さらに、ＪＲ行田駅前広場の実態調査を行うとともに、駅利用者や地域住民、観光来訪者

などを対象としたアンケート調査を実施し、計画策定に活用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画の策定体制  

検討委員会 

庁内検討委員会 

・対象地区のまちづくり方針やＪＲ行

田駅前広場の整備計画など計画

全般について検討・取りまとめ 

ワークショップ 

・ワークショップの提案などから、駅前

広場周辺整備全般に対する検討・

調整・基本計画における取組み施

策及び整備スケジュールの検討 

駅前広場周辺整備のや認 

・対象地区のまちづくりの課題を分析 

・ＪＲ行田駅前広場の必要機能や配

置イメージについて検討 

意見 検討・提案 

検討・提案 

実態調査 アンケート調査 ヒアリング調査 

・ＪＲ行田駅前広場や 

周辺の駐輪場・駐車場 

の利用状況の調査 

・ＪＲ行田駅利用者、地 

域住民、観光来訪者 

へのアンケートを実施 

・対象地区の事業所、 

鉄道事業者などへの 

ヒアリングを実施 

反映 
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    第 1 章 はじめに 

 

 

５． 計画の構成 

 

本計画は、対象地区の現状を把握し、問題点を抽出したうえで、まちづくりの課題を分析

し、これからのまちづくりの方針を立案しています。整備計画は、「ＪＲ行田駅を核とした

地区拠点整備計画」と「地区拠点と連携する周辺環境の整備計画」の２つの内容から構成さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画の構成 

第 1章 はじめに 

 ・計画策定の目的と位置づけ 

 ・本計画の目標年次 

 ・計画の対象地区 

 ・計画の策定体制 

第 2 章 対象地区の概況 

 ・対象地区の変遷・現状 

 ・上位・関連計画の整理 

 ・駅利用実態調査、市民意識調査の結果 

第 3章 対象地区におけるまちづくりの課題 

 ・対象地区における解決すべき課題 

第 4章 対象地区のまちづくりに向けた方針 

 ・まちづくりの基本方針 

 ・機能配置構想 

第 5章 対象地区の再整備計画 

 ・ＪＲ行田駅を核とした地区拠点整備計画 

 ・地区拠点と連携する周辺環境の整備計画 

第 6 章 事業推進に向けて 

 ・事業の実現化方策 

 ・スケジュールと役割分担 

 ・進捗管理の方法 

実態調査 

アンケート調査 

ヒアリング調査 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

検
討
委
員
会 

庁
内
検
討
委
員
会 

委員会・関連調査など 


